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(54)【発明の名称】 液晶表示装置とその駆動装置及び駆動方法

(57)【要約】
【課題】  共通電極電圧が歪曲してピクセル電圧の充電
率が異なるようになっても、これを補償して同一なピク
セル電圧の充電率を有するようにし、クロストークの発
生防止機能を有する液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  一端を通じて印加される画像信号と他端
を通じて印加される共通電極電圧との差電圧によって駆
動される液晶キャパシターと、スイッチング素子のター
ンオフ時に蓄積された画像信号を一端を通じて液晶キャ
パシターに印加するストレージキャパシターとを備えた
液晶表示装置において、歪曲感知部は液晶キャパシター
の他端に印加される共通電極電圧の歪曲分を感知して共
通電極歪曲電圧を出力し、相殺電圧発生部は共通電極歪
曲電圧に基づいてストレージキャパシターの充電率を上
昇させて過剰充電のための相殺電圧をストレージキャパ
シターの他端に出力する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】画像信号を出力するデータドライバーと;
走査信号を順次出力するゲートドライバーと;前記走査
信号の印加に応答して前記画像信号を伝達するスイッチ
ング素子と、一端を通じて印加される画像信号と他端を
通じて印加される共通電極電圧との差電圧によって駆動
される液晶キャパシターと、前記スイッチング素子のタ
ーンオン時に一端を通じて印加される前記画像信号を蓄
積し、前記スイッチング素子のターンオフ時に蓄積され
た画像信号を一端を通じて前記液晶キャパシターに印加
するストレージキャパシターとを備えた液晶パネルと;
前記液晶キャパシターの他端に印加される前記共通電極
電圧の歪曲分を感知して共通電極歪曲電圧を出力する歪
曲感知部と;前記共通電極歪曲電圧に基づいて前記スト
レージキャパシターの充電率を上昇させて過剰充電のた
めの相殺電圧を前記ストレージキャパシターの他端に出
力する相殺電圧発生部とを含む液晶表示装置。
【請求項２】前記歪曲感知部は、前記共通電極電圧が前
記液晶パネルに印加される前に所定の経路に設置された
感知抵抗を備え、前記感知抵抗の両端間の電位差を感知
して前記共通電極歪曲電圧を出力することを特徴とす
る、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】前記歪曲感知部は、前記共通電極電圧が印
加される前記液晶パネルの内部抵抗の両端間の電位差を
感知して前記共通電極歪曲電圧を出力することを特徴と
する、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】前記相殺電圧発生部は、非反転端を通じて
前記共通電極電圧の提供を受け、反転端を通じて前記共
通電極歪曲電圧の提供を受けて、出力端を通じて前記相
殺電圧を出力するＯＰアンプを含むことを特徴とする、
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】前記相殺電圧発生部は、非反転端を通じて
前記共通電極電圧の提供を受け、反転端を通じて前記共
通電極歪曲電圧の提供を受けて、出力端を通じて出力電
圧を出力するＯＰアンプと、
前記出力電圧に含まれる直流成分を除去して交流成分の
前記相殺電圧を出力する直流成分除去部とを備えること
を特徴とする、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】前記相殺電圧は、前記共通電極歪曲電圧の
位相に対して反転された位相を有することを特徴とす
る、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】前記相殺電圧は、前記液晶キャパシターと
前記ストレージキャパシターとの容量比によって決定さ
れることを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示装
置。
【請求項８】ゲートラインとデータラインとによって囲
まれた領域に形成され、前記それぞれのゲートライン及
びデータラインに連結されたスイッチング素子と、前記
スイッチング素子のターンオン動作によって共通電極電
圧と前記データ電圧とに比例するピクセル電圧によって*
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*光を透過する液晶キャパシターと、前記スイッチング素
子のターンオン時に前記データ電圧を蓄積し、前記スイ
ッチング素子のターンオフ時に蓄積されたデータ電圧を
前記液晶キャパシターに印加するストレージキャパシタ
ーとを備えたＬＣＤパネルを含む液晶表示装置の駆動装
置において、
画像信号を前記データラインに出力するデータドライバ
ーと;走査信号を前記ゲートラインに順次出力するゲー
トドライバーと;前記液晶キャパシターの他端に印加さ
れる共通電極電圧の歪曲分を感知して共通電極歪曲電圧
を出力する歪曲感知部と;前記共通電極歪曲電圧に基づ
いて前記ストレージキャパシターの充電率を上昇させて
過剰充電のための相殺電圧を前記ストレージキャパシタ
ーの他端に出力する相殺電圧発生部とを含む液晶表示装
置の駆動装置。
【請求項９】データライン及びゲートラインに連結され
たスイッチング素子と、前記スイッチング素子のターン
オン動作によって共通電極電圧とデータ電圧とに比例す
るピクセル電圧によって光を透過する液晶キャパシター
と、一端を通じて前記液晶キャパシターの一端に連結さ
れ、前記スイッチング素子のターンオン時に前記データ
電圧を蓄積し、前記スイッチング素子のターンオフ時に
蓄積されたデータ電圧を前記液晶キャパシターに印加す
るストレージキャパシターとを備えた液晶表示装置の駆
動方法において、
（ａ）前記データ電圧を前記データラインに供給する段
階と;
（ｂ）前記データラインに印加されたデータ電圧を前記
液晶キャパシターと前記ストレージキャパシターのそれ
ぞれの一端を通じて蓄積するように走査信号を前記ゲー
トラインに供給する段階と;
（ｃ）前記共通電極電圧を前記液晶キャパシターの他端
に供給する段階と;
（ｄ）前記共通電極電圧の歪曲分を感知して共通電極歪
曲電圧を出力する段階と;
（ｅ）前記共通電極歪曲電圧の歪曲分を相殺するための
相殺電圧を生成する段階と;
（ｆ）前記相殺電圧をストレージキャパシターの一端に
供給する段階とを含む液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】前記相殺電圧は、前記共通電極歪曲電圧
の位相に対して反転された位相を有することを特徴とす
る、請求項９に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１１】前記相殺電圧は、前記液晶キャパシター
と前記ストレージキャパシターとの容量比によって決定
されることを特徴とする、請求項９に記載の液晶表示装
置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置とそ
の駆動装置及び駆動方法に関し、より詳しくは、共通電



(3) 特開２００３－１０８１００

10

20

30

40

50

3
極電圧の歪曲によって発生するクロストークを防止する
ための液晶表示装置とその駆動装置及び駆動方法に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】一般に、液晶表示装置の画質中のクロス
トーク（CROSSTALK）は、液晶パネルの構造上必然的に
発生するものであって、十分に調整されないと画質に悪
影響を及ぼす。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】これは、共通電極電圧
の歪曲により、データラインを通じて入力される階調電
圧と共通電極電圧との差に比例するピクセル充電状態が
所望の階調電圧にならないために発生する。また、共通
電極電圧の歪曲現象は、LCD内[水平解像度*３]のデータ
ラインと上板共通電極との間の寄生容量によって発生す
るもので、データラインの階調電圧がライジング（risi
ng）またはフォーリング（falling）に転移する時、共
通電極電圧がライジング電圧やフォーリング電圧にカッ
プリング（coupling）されて発生する。
【０００４】図１はクロストークを説明するための波形
図である。図１を参照すると、階調電圧レベルと共通電
極電圧レベルとの間の差による面積に比例してピクセル
充電量が決定されるが、データラインに印加される階調
電圧波形の振幅が大きい場合と小さい場合とでは、図示
したように面積Ａと面積Ｂとが異なる。
【０００５】このような面積差によって中間階調電圧な
どの充電率が異なるため、クロストーク現象が発生する
問題点がある。本発明の技術と課題は、このような従来
の問題点を解決するためのものであって、本発明の目的
は、共通電極電圧が歪曲してピクセル電圧の充電率が異
なっても、これを補償してピクセル電圧の充電率を同一
にし、クロストークの発生防止機能を有する液晶表示装
置を提供することにある。
【０００６】また、本発明の他の目的は、前記クロスト
ークの発生防止機能を有する液晶表示装置の駆動装置を
提供することにある。また、本発明の他の目的は、前記
クロストークの発生防止機能を有する液晶表示装置の駆
動方法を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】前記本発明の目的を実現
するための一つの特徴による液晶表示装置は、画像信号
を出力するデータドライバーと;走査信号を順次出力す
るゲートドライバーと;前記走査信号の印加に応答して
前記画像信号を伝達するスイッチング素子と、一端を通
じて印加される画像信号と他端を通じて印加される共通
電極電圧との差電圧によって駆動される液晶キャパシタ
ーと、前記スイッチング素子のターンオン時に一端を通
じて印加される前記画像信号を蓄積し、前記スイッチン
グ素子のターンオフ時に蓄積された画像信号を一端を通
じて前記液晶キャパシターに印加するストレージキャパ
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シターとを備えた液晶パネルと;前記液晶キャパシター
の他端に印加される共通電極電圧の歪曲分を感知して共
通電極歪曲電圧を出力する歪曲感知部と;前記共通電極
歪曲電圧に基づいて前記ストレージキャパシターの充電
率を上昇させて過剰充電のための相殺電圧を前記ストレ
ージキャパシターの他端に出力する相殺電圧発生部とを
含んでなる。
【０００８】ここで、歪曲感知部は、前記共通電極電圧
が前記液晶パネルに印加される前に所定の経路に設置さ
れた感知抵抗を備え、前記感知抵抗の両端間の電位差を
感知して共通電極歪曲電圧を出力することを一つの特徴
とし、前記共通電極電圧が印加される前記液晶パネルの
内部抵抗の両端間の電位差を感知して共通電極歪曲電圧
を出力することをまた一つの特徴とする。
【０００９】また、前記相殺電圧発生部は、非反転端を
通じて共通電極電圧の提供を受け、反転端を通じて共通
電極歪曲電圧の提供を受けて、出力端を通じて相殺電圧
を出力するＯＰアンプを含むことを一つの特徴とし、非
反転端を通じて共通電極電圧の提供を受け、反転端を通
じて共通電極歪曲電圧の提供を受けて、出力端を通じて
出力電圧を出力するＯＰアンプ、及び前記出力電圧に含
まれる直流成分を除去して交流成分の相殺電圧を出力す
る直流成分除去部からなることをまた一つの特徴とす
る。
【００１０】この時、前記相殺電圧は、前記共通電極歪
曲電圧の位相と反転する位相を有すること一つのを特徴
とし、前記液晶キャパシターと前記ストレージキャパシ
ターとの容量比によって生成されることをまた一つの特
徴とする。また、前記本発明の他の目的を実現するため
の一つの特徴による液晶表示装置の駆動装置は、ゲート
ラインとデータラインとによって囲まれた領域に形成さ
れ、前記それぞれのゲートライン及びデータラインに連
結されたスイッチング素子と、前記スイッチング素子の
ターンオン動作によって共通電極電圧と前記データ電圧
とに比例するピクセル電圧によって光を透過する液晶キ
ャパシターと、前記スイッチング素子のターンオン時に
前記データ電圧を蓄積し、前記スイッチング素子のター
ンオフ時に蓄積されたデータ電圧を前記液晶キャパシタ
ーに印加するストレージキャパシターとを備えたＬＣＤ
パネルを含む液晶表示装置の駆動装置において、画像信
号を前記データラインに出力するデータドライバーと;
走査信号を前記ゲートラインに順次出力するゲートドラ
イバーと;前記液晶キャパシターの他端に印加される共
通電極電圧の歪曲分を感知して共通電極歪曲電圧を出力
する歪曲感知部と;前記共通電極歪曲電圧に基づいて前
記ストレージキャパシターの充電率を上昇させて過剰充
電のための相殺電圧を前記ストレージキャパシターの他
端に出力する相殺電圧発生部とを含んでなる。
【００１１】また、前記本発明の他の目的を実現するた
めの一つの特徴による液晶表示装置の駆動方法は、デー
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タライン及びゲートラインに連結されたスイッチング素
子と、前記スイッチング素子のターンオン動作によって
共通電極電圧とデータ電圧とに比例するピクセル電圧に
よって光を透過する液晶キャパシターと、一端を通じて
前記液晶キャパシターの一端に連結され、前記スイッチ
ング素子のターンオン時に前記データ電圧を蓄積し、前
記スイッチング素子のターンオフ時に蓄積されたデータ
電圧を前記液晶キャパシターに印加するストレージキャ
パシターとを備えた液晶表示装置の駆動方法において、
（ａ）前記データ電圧を前記データラインに供給する段
階と;
（ｂ）前記データラインに印加されたデータ電圧を液晶
キャパシターとストレージキャパシターとのそれぞれの
一端を通じて蓄積するように走査信号をゲートラインに
供給する段階と;
（ｃ）共通電極電圧を液晶キャパシターの他端に供給す
る段階と;
（ｄ）前記共通電極電圧の歪曲分を感知して共通電極歪
曲電圧を出力する段階と;
（ｅ）前記共通電極歪曲電圧の歪曲分を相殺するための
相殺電圧を生成する段階と;
（ｆ）前記相殺電圧をストレージキャパシターの一端に
供給する段階とを含んでなる。
【００１２】このような液晶表示装置とその駆動装置及
び駆動方法によると、液晶キャパシターに印加される共
通電極電圧の歪曲によって不足する充電率を補償するた
めにストレージキャパシターを過剰充電させることによ
って、クロストークが最少化した良質の画質を得ること
ができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、通常の知識を持っている者
が本発明を容易に実施することができるように実施例に
ついて説明する。図２は、本発明の実施例による液晶表
示装置を説明するための図面であり、図３は、一般に印
加される共通電極電圧と本発明によって印加される相殺
電圧とを各々説明するための波形図である。特に、図３
の（ａ）は共通電極電圧の波形図であり、（ｂ）は本発
明によって印加される相殺電圧の波形図である。
【００１４】図２を参照すると、本発明の実施例による
液晶表示装置は、駆動電圧発生部１００、歪曲感知部２
００、相殺電圧発生部３００、液晶パネル４００、デー
タドライバー及びゲートドライバーを含む。駆動電圧発
生部１００は、液晶パネル４００内のデータ電圧差の基
準となる共通電極電圧（Vcom）を歪曲感知部２００、相
殺電圧発生部３００及び液晶パネル４００に各々出力す
る。
【００１５】歪曲感知部２００は、駆動電圧発生部１０
０から共通電極電圧（Vcom）の提供を受けて前記共通電
極電圧の歪曲程度を感知して共通電極歪曲電圧（Vcom
d）を相殺電圧発生部３００に提供する。相殺電圧発生

6
部３００は、駆動電圧発生部１００から共通電極電圧
（Vcom）の提供を受け、歪曲感知部２００から共通電極
歪曲電圧（Vcomd）の提供を受けて、相殺電圧（Vcstd）
を液晶パネル４００に提供する。
【００１６】液晶パネル４００は、マトリックスタイプ
に具現された多数の画素を含み、駆動電圧発生部１００
から共通電極電圧（Vcom）の提供を受け、相殺電圧発生
部３００から相殺電圧（Vcstd）の提供を受けて、クロ
ストークが減少した良質の画像をディスプレイする。よ
り詳しくは、液晶パネルに具現される共通電極ラインに
は、図３の（ａ）に図示したように、共通電極歪曲電圧
が印加されて液晶キャパシターの充電率不足を招いて
も、図３の（ｂ）に図示したように、充電率不足を補償
することができる相殺電圧を出力することによってクロ
ストークの発生を低減させる。
【００１７】以下、前記液晶パネルに一般に印加される
共通電極電圧と本発明によって前記共通電極電圧の歪曲
を補償するために印加される相殺電圧とについてより詳
細に説明する。図４は、本発明によって液晶パネルに印
加される共通電極電圧と相殺電圧とを説明するための図
面であって、液晶パネルに内蔵される画素の等価回路を
示す。
【００１８】図４を参照すると、一般に液晶パネルに内
蔵される一つの画素領域は、ゲートライン（GATE LIN
E）とデータライン（DATE LINE）とによって囲まれた領
域に形成されたスイッチング素子（TFT）と、液晶キャ
パシター（C

LC
）と、ストレージキャパシター（C

st
）と

を含む。スイッチング素子（TFT）はゲートライン及び
データラインに連結され、液晶キャパシター（C

LC
）は

スイッチング素子のターンオン動作によって共通電極電
圧（Vcom）とデータ電圧とに比例するピクセル電圧によ
って所定の光を透過し、ストレージキャパシター
（C

st
）はスイッチング素子のターンオン時にデータ電

圧を蓄積し、スイッチング素子（TFT）のターンオフ時
に蓄積されたデータ電圧を液晶キャパシター（C

LC
）に

印加する方式を通じて画像を具現する。
【００１９】しかし、液晶キャパシター（C

LC
）には理

想的には正極性のデータ電圧と負極性のデータ電圧との
基準となる共通電極電圧（Vcom）が印加されなければな
らないが、実際にはデータラインと液晶キャパシター
（C

LC
）との間の寄生キャパシター（Cpar）によって理

想的な共通電極電圧（Vcom）が歪曲されて共通電極歪曲
電圧（Vcomd）が印加される。
【００２０】このような共通電極歪曲電圧の供給は、デ
ータラインを通じて入力される階調電圧と共通電極電圧
との差に比例してピクセル充電率が低減されてクロスト
ークが発生する原因となる。このため、本発明では、歪
曲される共通電極歪曲電圧を補償するためにストレージ
キャパシター（Cst）に所定の相殺電圧（Ccstd）を印加
する。
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【００２１】より詳しくは、既存の共通電極の歪曲によ
って発生する液晶キャパシター（C

LC
）の充電率不足分

をストレージキャパシター（Cst）に過剰充電させる。
その結果、一つの画素立場で二つのキャパシター
（C

LC
、Cst）による充電率の差によって液晶キャパシタ

ー（C
LC
）の充電率不足分を相殺することができる。つ

まり、階調を表現するためにデータラインに印加される
電圧と、これによって発生する共通電極電圧の歪曲程度
とを逆位相としてストレージキャパシター（Cst）に印
加する。この時、ストレージキャパシター（Cst）に印
加される逆位相の歪曲電圧は、液晶キャパシター
（C

LC
）とストレージキャパシター（Cst）との容量比に

よって決定される。
【００２２】例えば、液晶キャパシター（C

LC
）とスト *

8
*レージキャパシター（Cst）との容量比が１:１である場
合には、共通電極歪曲電圧に対して同一の大きさと逆位
相を有する相殺電圧をストレージキャパシター（Cst）
に印加し、液晶キャパシター（C

LC
）とストレージキャ

パシター（Cst）との容量比が２:１である場合には、共
通電極歪曲電圧に対して０．５倍の大きさと逆位相とを
有する相殺電圧をストレージキャパシター（Cst）に印
加する。
【００２３】このようにすることによって得られる本発
明の効果をより詳細に説明する。まず、共通電極電圧に
歪曲が発生しない理想的な状態であると仮定すれば、一
つのピクセルに充電される電荷（Q

0
）は下記の数式１の

通りである。

Q
0
＝C

LC
・（Vs－Vcom）＋Cst・（Vs－Vcst）        …

（数式１）ここで、C
LC
は液晶キャパシターのキャパシタンス、Vs

は１Ｈ（または１水平時間）の間にデータラインに印加
されるデータ電圧、Vcomは歪曲のない共通電極電圧、Cs
tはストレージキャパシターのキャパシタンス、Vcstは
従来のストレージキャパシター（Cst）に印加される電 *

*圧である。
【００２４】一方、共通電極電圧に歪曲が発生して一つ
のピクセルに充電される電荷（Q

1
）は下記の数式２の通

りである。

Q
1
＝C

LC
・（Vs－Vcomd）＋Cst・（Vs－Vcstd）      

  …（数式２）ここで、Vcomdは１Ｈ（または１水平時間）の間に発生
する共通電極歪曲電圧、Vcstdは相殺電圧である。
【００２５】したがって、歪曲が発生しないピクセルの
充電電荷（Q

0
）と歪曲が発生したピクセルの充電電荷

（Q
1
）との間の充電量の差（Q

0
－Q

1
）を前記数式１と数

式２に基づいて計算すると下記の数式３の通りである。
Q
0
－Q

1
＝C

LC
・（Vcomd－Vcom）        …（数式３）

このように、充電率の差によって、これに比例する大き
さでクロストークが発生する。
【００２６】しかし、本発明によって共通電極歪曲電圧
（Vcst）の代わりに相殺電圧（Vcstd）をストレージキ
ャパシター（Cst）に印加すれば、ピクセルに充電され
る電荷（Q

2
）は下記の数式４の通りである。

Q
2
＝C

LC
・（Vｓ－Vcomd）＋Cst・（Vs－Vcstd）      

  …（数式４）ここで、Vcstd＝（C
LC
/Cst）・（Vcomd－Vcom）＋Vcst

であるので、共通電極電圧の歪曲がない時にピクセルに
充電される電荷（Q

0
）と比較してみると、下記の数式５

の通りである。
Q
0
－Q

2
＝C

LC
・（Vcomd－Vcom）＋Cst・（Vcstd－V

cst）＝０        …（数式５
）前記数式５で言及したように、液晶キャパシター（Cs

t）に印加される共通電極電圧に歪曲が発生しても充電
量の差がゼロ（zero）であるのでクロストークの発生を
低減させることができる。
【００２７】図５ａは前記図２の共通電極電圧感知部の
一例を説明するための図面である。図２と図５ａとを参
照すると、駆動電圧発生部１００で発生する共通電極電
圧（Vcom）が液晶パネル４００に印加される前に所定の
感知抵抗（RD）を設置し、設置された感知抵抗（R

D
）の

両端間の電位差で共通電極電圧の歪曲量を感知して共通
電極歪曲電圧（Vcomd）を相殺電圧発生部３００に出力
する。
【００２８】図５ｂは前記図２の共通電極電圧感知部の
他の一例を説明するための図面である。図２と図５ｂと
を参照すると、駆動電圧発生部１００で発生する共通電
極電圧（Vcom）を液晶パネル４００に印加した後、液晶
パネル４００の内部抵抗を感知抵抗（R

D
）として両端間

の電位差で共通電極電圧の歪曲量を感知して共通電極歪
曲電圧（Vcomd）を相殺電圧発生部３００に出力する。
【００２９】以下、前記図５ａ、ｂで感知された共通電
極歪曲電圧（Vcomd）に基づいて相殺電圧を発生する相
殺電圧発生部の一例を説明する。図６ａは前記図２の相
殺電圧発生部の一例を説明するための図面である。図６
ａを参照すると、本発明の一例による相殺電圧発生部
は、電源電圧（AVDD）の提供を受けて駆動される第１Ｏ
Ｐアンプ（OP1）と、第１乃至第３抵抗（R1、R2、R3）
と、第１キャパシター（C1）とを含む。
【００３０】より詳しくは、第１ＯＰアンプ（OP1）の
非反転入力端は共通電極電圧（Vcom）に連結され、反転
入力端は並列連結された第１抵抗（R1）と第２抵抗（R
2）とに連結されるが、この時、第１抵抗（R1）はフィ
ードバック抵抗として第１ＯＰアンプ（OP1）の出力端
に連結され、第２抵抗（R2）は感知された共通電極歪曲
電圧（Vcomd）に連結される。
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9
【００３１】動作時、第１ＯＰアンプ（OP1）の反転入
力端は第２抵抗（R2）を通じて感知された共通電極歪曲
電圧（Vcomd）の入力を受けて出力端を通じて出力電圧
（Vout）を出力し、前記出力電圧（Vout）は第１キャパ
シター（C1）を通じてDC成分が除去され、AC成分だけが*

10
*伝達されて相殺電圧（Vcstd）をストレージキャパシタ
ー（Cst）の他端に出力する。
【００３２】前記図６ａによる相殺電圧発生部の具体的
な動作を数式によって説明する。まず、図６ａに示した
ＯＰアンプの特性は下記の数式６のように整理できる。

Vout＝－（R1/R2）・Vcomd＋（１＋（R1/R2））・Vco
m        …（数式６）また、共通電極歪曲電圧（Vcomd）はAC成分とDC成分と

が含まれるので、下記の数式７のように整理できる。

したがって、前記数式７を前記数式６に代入して整理す*

*ると、出力電圧（Vout）は下記の数式８のように
なる。

Vout＝－（R1/R2）［Vcomd（AC）＋Vcom］＋（１＋（R
1/R2））Vcom
    ＝－（R1/R2）・Vcomd（AC）＋R1/R2・Vcom      
                …（数
式８）

ここで、<－R1/R2*Vcomd（AC）>項はAC成分であり、<R1
/R2*Vcom>項はDC成分であるが、前記出力電圧（Vout）
は第１キャパシター（C1）を経由するため、第１キャパ
シター（C1）と第３抵抗（R3）によるストレージキャパ
シターの充電電圧（Vcst）へのレベルシフト回路にはAC
成分である<－R1/R2*Vcomd（AC）>成分だけが伝達され
る。
【００３３】もちろん、共通電極電圧（Vcom）と同一な
大きさのストレージキャパシターの充電電圧（Vcst）を
ストレージキャパシター（Cst）に印加しようとする場
合には、前記DC成分のフィルタリング過程なしで出力電
圧（Vout）をストレージキャパシター（Cst）の他端に
直接印加することもできる。前記図６ａによる回路を液
晶パネルに適用した等価回路を図６ｂに図示する。
【００３４】図６ｂは本発明の実施例による液晶表示装
置の等価回路図である。図６ｂを参照すると、本発明に
よる液晶パネルの等価回路で、Vsrcはデータドライバー
の出力電圧がデータラインに印加される波形であり、こ
れは寄生キャパシターであるＣｃｏｍ（またはCpar）に
よって共通電極とカップリングされる。これは、DC成分
である共通電極電圧を共通電極歪曲電圧のように歪曲さ
せ、共通電極歪曲電圧は所定の比率（R1/R2）で反転増
幅されてストレージキャパシター充電電圧（Vcst）に第
１キャパシター（C1）を通じてACの歪曲成分だけが伝達
され、これによって相殺電圧（Vcstd）にはストレージ
キャパシター充電電圧（Vcst）基準に共通電極歪曲電圧
が加えられてクロストーク補償用電圧が作られる。
【００３５】図７は、前記図６ｂのシミュレーション結
果を説明するための波形図であって、特に、第１抵抗
（R1）と第２抵抗（R2）とを同一にした場合、つまり、
液晶キャパシター（C

LC
）の容量とストレージキャパシ

ター（Cst）の容量とを同一と仮定した場合の補償波形
図である。図６ｂと図７とを参照すると、データライン
に印加されるデータ電圧（Vsrc）の波形とカップリング
されて共通電極電圧（Vcom）が歪曲される現象を確認す
ることができ、共通電極歪曲電圧（Vcomd）のAC成分と *

*は逆位相でストレージキャパシター（Cst）に印加され
る相殺電圧（Vcstd）波形が発生することが確認でき
る。
【００３６】もし、液晶キャパシター（C

LC
）の容量と

ストレージキャパシター（Cst）の容量とを相異するよ
うに設計する場合、第１抵抗と第２抵抗との比率を液晶
キャパシター（C

LC
）とストレージキャパシター（Cst）

との容量比に設定すれば最適の補償波形が発生し得る。
以上で説明したように、本発明は、液晶キャパシターに
印加される共通電極電圧の歪曲程度が異なっても同一な
ピクセル電圧充電率を有するようにするものであって、
特に、従来の共通電極の歪曲によって発生する液晶キャ
パシターの充電率不足をストレージキャパシターに過剰
充電されるようにし、ピクセル側では液晶キャパシター
とストレージキャパシターとによる充電率の差によって
液晶キャパシターの充電率不足分を相殺するため、共通
電極電圧の歪曲程度が異なっても同一なピクセル電圧充
電率を維持してクロストークを防止することができる。
【００３７】前記では本発明の好ましい実施例を参照し
て説明したが、該当技術分野の熟練した当業者であれ
ば、特許請求の範囲に記載された本発明の思想及び領域
から逸脱しない範囲内で本発明を多様に修正及び変更さ
せることができる。
【００３８】
【発明の効果】以上で説明したように、本発明によれ
ば、液晶キャパシターに印加される共通電極電圧の歪曲
によって不足する充電率を補償するためにストレージキ
ャパシターを過剰充電させることによって、クロストー
クが最少化された良質の画質を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  クロストークを説明するための波形図であ
る。
【図２】  本発明の実施例による液晶表示装置を説明す
るための図面である。
【図３】  一般に印加される共通電極電圧と本発明によ
って印加される相殺電圧とを各々説明するための波形図
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である。
【図４】  本発明によって液晶パネルに印加される共通
電極電圧と相殺電圧とを説明するための図面である。
【図５ａ】  前記図２の共通電極電圧感知部の一例を説
明するための図面である。
【図５ｂ】  前記図２の共通電極電圧感知部の他の一例
を説明するための図面である。
【図６ａ】  前記図２の相殺電圧発生部の一例を説明す
るための図面である。 *

12
*【図６ｂ】  本発明の実施例による液晶表示装置の等価
回路図である。
【図７】  前記図６ｂのシミュレーション結果を説明す
るための図面である。
【符号の説明】
１００  駆動電圧発生部
２００  歪曲感知部
３００  相殺電圧発生部
４００  液晶パネル

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５ａ】

【図５ｂ】
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摘要(译)

液晶显示器具有即使共同电极电压发生偏差，像素电压的充电率不同也
通过补偿相同的像素电压的充电率来防止串扰的发生的功能。 提供设
备。 由通过一端施加的图像信号与通过另一端施加的公共电极电压之间
的差电压驱动的液晶电容器和当开关元件断开时累积的图像信号通过一
端施加到液晶电容器。 在包括存储电容器的液晶显示装置中，畸变感测
单元感测施加到液晶电容器另一端的公共电极电压的畸变并输出公共电
极畸变电压。 基于失真电压来增加存储电容器的充电速率，并且用于过
度充电的偏移电压被输出到存储电容器的另一端。
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